
参院選  

毎日新聞総合調査 重視する政策 年金・医療トップ

２７％ 改憲は２位１３％ 

毎日新聞 2016 年 6 月 24 日  

 
参院選で重視する争点 

 毎日新聞が２２、２３両日実施した特別世論調査で、参院選で最も重視する政策を聞い

たところ、「年金・医療」が２７％で最も多く、「憲法改正」１３％▽「アベノミクス」１

１％▽「子育て支援」１１％▽「消費増税」１０％▽「安全保障関連法」７％−−などが続

いた。  

 比例代表の投票先に自民を選んだ人は「年金・医療」（２６％）の次に「アベノミクス」

（２２％）が多く、民進を選んだ人は「年金・医療」（２９％）、「憲法改正」（２２％）の

順になった。年代別にみると、１８、１９歳と２０代は「消費増税」、３０代は「子育て支

援」、４０代以上では「年金・医療」が最も多かった。  

 「震災からの復興」は全体では５％だったが、地震と豪雨があった熊本県では２３％に

上った。福島県（１１％）、岩手県（１０％）、宮城県（８％）でも全体より高くなった。【今

村茜】  

９２％「投票行く」  
 特別世論調査によると、参院選で投票に「必ず行く」は６９％、「たぶん行く」は２３％

で計９２％が「行く」と答えた。２０１３年の前回参院選時の調査でも「行く」は計９１％

に上ったが、実際の投票率は戦後３番目に低い５２・６１％を記録した。「たぶん行かない」

は３％、「行かない」は２％だった。【今村茜】  

 

特別世論調査の質問と回答  
 ◆今回の参院選で投票に行きますか。  

                    全体 男性 女性  

必ず行く                ６９ ７３ ６４  

たぶん行く               ２３ １９ ２７  

たぶん行かない              ３  ３  ３  

http://mainichi.jp/ch150910146i/%E5%8F%82%E9%99%A2%E9%81%B8


行かない                 ２  ２  ２  

 ◆安倍内閣を支持しますか、支持しませんか、それとも関心がありませんか。  

支持する                ４２ ４５ ４０  

支持しない               ３５ ３６ ３４  

関心がない               １５ １３ １７  

 ◆どの政党を支持しますか。  

自民党                 ３３ ３７ ２９  

民進党                 １３ １６ １０  

公明党                  ５  ４  ６  

共産党                  ６  ６  ５  

おおさか維新の会             ４  ６  ３  

社民党                  １  １  １  

生活の党                 ０  １  ０  

日本のこころを大切にする党        ０  ０  ０  

新党改革                 ０  ０  ０  

その他                  ４  ３  ４  

支持政党はない             ２５ ２０ ３０  

 ◆今回の参院選で、次の九つの争点のうちどれを最も重視しますか。  

アベノミクス              １１ １６  ７  

消費増税                １０ １０ １１  

年金・医療               ２７ ２５ ２９  

子育て支援               １１  ７ １５  

震災からの復興              ５  ４  ５  

原発・エネルギー政策           ５  ５  ５  

環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）  ２  ２  １  

安全保障関連法              ７  ９  ５  

憲法改正                １３ １４ １１  

 ◆参院選後、憲法改正の手続きを進めることに賛成ですか、反対ですか。  

賛成                  ３６ ４１ ３１  

反対                  ４５ ４６ ４５  

 （注）数字は％、小数点以下を四捨五入。０は０．５％未満、無回答は省略。  

 

調査の方法  
 ２２、２３日の２日間、コンピューターで無作為に数字を組み合わせて作った電話番号

に調査員が電話をかけるＲＤＳ法による調査をＪＮＮと協力して実施した。東京電力福島

第１原発事故で帰還困難区域などに指定されている市町村の電話番号は除いた。選挙区ご

との目標回答数は、改選数１＝５００▽同２＝７５０▽同３、４＝１０００▽同６＝１２

００。全国の有権者２万７５００人から回答を得た。 

 

２０１６参院選  

毎日新聞総合調査（その２止） ／東京 

毎日新聞 2016 年 6 月 24 日  

 ◆重視する争点  

http://mainichi.jp/ch160187083i/%EF%BC%92%EF%BC%90%EF%BC%91%EF%BC%96%E5%8F%82%E9%99%A2%E9%81%B8


年金・医療が最多の２８％  
 参院選の争点は何かを尋ねたところ「年金・医療」が２８％と最も高く「憲法改正」が

１７％で続いた。その他は▽アベノミクス１２％▽安全保障関連法８％▽消費増税７％▽

子育て支援７％▽原発・エネルギー政策６％−−などとなった。  

 安倍内閣の支持層では、年金・医療とアベノミクスがいずれも２７％で最多。憲法改正

は安全保障関連法や子育て支援、消費増税と並び８％にとどまった。一方、内閣不支持層

は憲法改正が３０％で最も多く、年金・医療が２９％で続いた。  

 年代別にみると、１８・１９歳では消費増税が過半数を占め、３０代は子育て支援が３

４％で最多。他の年代はいずれも年金・医療が最も多く、社会保障政策への関心の高さを

示した。  

 ◆憲法改正  

反対、大幅に賛成上回る  
 憲法改正手続きを進めることへの賛否は、反対が５１％と賛成の３２％を大きく上回っ

た。賛成４０％、反対４２％と賛否がほぼ拮抗（きっこう）した２０１３年の前回参院選

情勢調査時から、状況に変化がみられる。  

 支持政党別にみると、憲法改正に向け国民の合意形成に努めるとしている自民支持層は

６割が賛成。公明支持層は賛成と反対がいずれも４割弱で拮抗。  

 一方、改憲勢力による３分の２以上の議席獲得阻止を掲げる野党は、民進、共産のいず

れも８割が反対。支持政党による考え方の違いが鮮明になった。  

 年代別では、１８・１９歳と２０代で賛成が反対を上回り、３０代以上の年代はいずれ

も反対が賛成を上回った。  

 ◆安倍内閣  

不支持４２％、支持は３７％  
 安倍晋三内閣を「支持しない」と答えたのは４２％で「支持する」の３７％を上回った。

２０１３年の前回参院選情勢調査時は、支持（５１％）が不支持（２８％）を大きく上回

っていたが、逆転した。  

 支持政党別では、自民支持層の８割以上が安倍内閣を支持した。公明支持層は５割強だ

った。一方、民進、共産両党の支持層では、いずれも内閣不支持が８割以上を占めた。無

党派層も６割近くが不支持で、２割弱の支持を大きく上回った。  

 憲法改正手続きを進めることに賛成する層の内閣支持率は７割近く、反対層は不支持が

７割近かった。  

 年代別では、１８・１９歳と２０代、４０代で支持が不支持を上回り、他の年代で不支

持が支持を上回った。 

  

改憲勢力３分の２うかがう 毎日新聞序盤情勢 

毎日新聞 2016 年 6 月 24 日  

 



参院選 焦点の議席数 

 毎日新聞は２２、２３両日、第２４回参院選の特別世論調査を行い、取材情報を加味し

て序盤情勢を探った。憲法改正に前向きな自民、公明両党など４党が、非改選も含めて改

憲発議に必要な３分の２（１６２議席）に達する７８議席の獲得をうかがう。自民党の獲

得議席は５８以上になりそうで、非改選の６５議席と合わせると２７年ぶりの参院単独過

半数となる勢いだ。公明党も議席上積みが見込まれ、安倍晋三首相が掲げる自公で改選過

半数（６１議席）の「勝敗ライン」に達するのは確実だ。民進党は伸び悩み、改選４６議

席が半減する可能性もある。  

 投票先を決めていないと答えた人や無回答が選挙区で約４割に上り、７月１０日の投開

票日までに情勢が変わる可能性がある。  

 参院は定数２４２議席の半数が３年ごとに改選される。選挙区７３、比例代表４８の計

１２１議席に計３８９人が立候補している。  

 参院選の勝敗を左右するとされる改選数１の「１人区」は３２あり、民進、共産、社民、

生活の４野党は全１人区で候補者を一本化した。しかし、１人区では自民が堅調で、２６

選挙区で優位に立っている。３選挙区で自民と野党系候補が競り合い、野党系候補が優勢

なのは宮城、山形、沖縄の３選挙区にとどまっている。  

 自民は改選数２以上の「複数区」でも優勢で、２人を擁立した東京、千葉では２議席獲

得の可能性がある。公明は複数区で過去最多の７人の候補者を擁立し、堅調な戦いぶりで

選挙区全員当選も視野に入る。比例代表も含めると改選９議席を上回るのは確実だ。  

 焦点の憲法改正は、衆参それぞれの３分の２以上の賛成で発議が可能となる。自公両党

とおおさか維新の会、日本のこころを大切にする党の非改選議席は計８４議席で、この４

党が今回の参院選で７８議席を獲得すれば「改憲発議ライン」の１６２議席に達する計算

だ。  

 自公の改選議席だけで７８に達する可能性もある。また、維新は改選２議席から数議席

積み増す見通しで、その場合はさらにハードルが下がることになる。与党は衆院では３分

の２超の議席を有しており、衆参それぞれで改憲発議を行う環境が整う可能性が出てきた。  

 民進党は、複数区の北海道で２議席を確保する可能性が高まっているが、他の複数区で

は２議席目の獲得の見通しは立っていない。全体では改選議席を大きく割り込む見通しだ。  

 野党では共産党が改選３議席から大きく議席を伸ばしそうな勢い。比例代表にとどまら

ず、選挙区でも東京で議席を得る可能性が高まっているほか、神奈川や大阪でも議席獲得

をうかがっている。  

 社民党は比例代表で１議席を確保できそうな情勢。生活の党、こころ、新党改革は議席

獲得のめどが立っていない。【古本陽荘】  

 調査の方法 ２２、２３日の２日間、コンピューターで無作為に数字を組み合わせて作

った電話番号に、調査員が電話をかけるＲＤＳ法による調査を、ＪＮＮと協力して実施し

た。福島第１原発事故で帰還困難区域などに指定されている市町村の電話番号は除いた。

選挙区ごとの目標回答数は、改選数１＝５００▽同２＝７５０▽同３、４＝１０００▽同

６＝１２００。全国の有権者２万７５００人から回答を得た。  

 

読売新聞 2016 年 06 月 20 日 

「２０１６年６月 参院選公示前臨時電話全国世論調査」 

 

Ｑ あなたは、安倍内閣を、支持しますか、支持しませんか。   

答 1.支持する 49    2.支持しない 38    3.その他  4    4.答えない  9 

Ｑ 今、どの政党を支持していますか。１つだけあげて下さい。   

答 1.自民党 35   5.おおさか維新の会    2    9.新党改革   --     2.

民進党  9   6.社民党            1   10.その他の政党  0     3.



公明党  4   7.生活の党           0   11.支持政党なし 40     4.

共産党  3   8.日本のこころを大切にする党  0   12.答えない    6  

 

Ｑ 安倍内閣の経済政策を、評価しますか、評価しませんか。   

答 1.評価する 36    2.評価しない 45    3.答えない 19  

Ｑ 安倍内閣のもとで、景気の回復を、実感していますか、実感していませんか。   

答 1.実感している 17    2.実感していない 74    3.答えない 10  

Ｑ あなたは、集団的自衛権の限定的な行使を含む、安全保障関連法を、評価しますか、

評価しませんか。   

答 1.評価する 37    2.評価しない 42    3.答えない 21  

Ｑ  あなたは、７月 10 日投票の参議院選挙に、関心がありますか、ありませんか。次の４

つの中から、１つ選んで下さい。   

答 1.大いに関心がある 30    3.あまり関心がない 22     2.多少は関心がある 

40    4.全く関心がない   7    5.答えない  1  

Ｑ 参議院選挙の比例代表では、どの政党の候補者、あるいは、どの政党に投票しようと

思いますか。次の中から、１つだけ選んで下さい。   

答 1.自民党 35   5.おおさか維新の会       7    9.新党改革    0     

2.民進党 12   6.社民党            1   10.その他の政党  0     

3.公明党  7   7.生活の党           1   11.決めていない 26     

4.共産党  4   8.日本のこころを大切にする党  1   12.答えない    7  

Ｑ 参議院選挙の投票に行くかどうか、次の４つの中から、今の気持ちに最も近いものを、

１つ選んで下さい。   

答 1.必ず行く      55    3.たぶん行かない 7     2.なるべく行くつも

り 33    4.行かない    5   5.答えない  0  

Ｑ 参議院選挙で、投票する候補者や政党を決めるとき、最も重視したい政策や争点を、

次の６つの中から、１つだけ選んで下さい。   

答 1.景気や雇用    26    4.エネルギー政策  2    7.その他   0     

2.年金など社会保障 34    5.外交や安全保障 10    8.とくにない 2     3.子

育て支援    13    6.憲法改正     9    9.答えない  3  

Ｑ 参議院選挙の結果、自民党と公明党の与党が、参議院で過半数の議席を維持する方が

よいと思いますか、そうは思いませんか。   

答 1.維持する方がよい 49    2.そうは思わない 36    3.答えない 15  

Ｑ 憲法改正を国民に提案するには、衆議院と参議院で、それぞれ３分の２以上の賛成が

必要です。あなたは、参議院選挙で、憲法改正を目指す勢力が、参議院の３分の２以上の

議席を確保する方がよいと思いますか、そうは思いませんか。   

答 1.確保する方がよい 40    2.そうは思わない 44    3.答えない 17  

Ｑ あなたは、民進、共産、社民、生活の野党４党が、参議院選挙の改選定数１の選挙区

で、候補者を統一したことを、評価しますか、評価しませんか。   

答 1.評価する 40     2.評価しない 36    3.答えない 24  

Ｑ 東京都の舛添要一知事は、政治資金を私的に流用していた問題で、知事を辞職するこ

とを決めました。あなたは、舛添氏の辞職は、当然だと思いますか、辞職する必要はなか

ったと思いますか。   

答 1.当然だ 84    2.必要はなかった 11    3.答えない  5 

 

 

朝日新聞 2016 年 6 月 19 日 

世論調査―質問と回答〈連続調査第２回〉 

 



◆安倍内閣を支持しますか。支持しませんか。 

 

 支持する４５（４５）  支持しない３６（３４） 

 

◆今、どの政党を支持していますか。政党名でお答えください。 

 

▽自民３２（３８）▽民進７（８）▽公明５（４）▽共産３（３）▽おおさか維新２（１）

▽社民１（１）▽生活０（０）▽日本のこころ０（０）▽元気０（０）▽新党改革０（０）

▽その他の政党１（２）▽支持政党なし３７（３３）▽答えない・分からない１２（１０） 

 

◆今年の夏に、参議院選挙があります。仮にいま投票するとしたら、比例区ではどの政党、

またはどの政党の候補者に投票したいと思いますか。（択一） 

 

▽自民３８（３９）▽民進１５（１２）▽公明７（７）▽共産６（７）▽おおさか維新４

（６）▽社民２（１）▽生活１（１）▽日本のこころ０（０）▽元気０（０）▽新党改革

０（０）▽その他の政党２（２）▽答えない・分からない２５（２５） 

 

◆国会は自民党が多くの議席をしめています。自民党だけが強い勢力を持つ、今の状況は、

よいことだと思いますか。よくないことだと思いますか。 

 

 よいことだ２３   よくないことだ５９ 

 

◆いまの野党が、自民党に対抗できる勢力になることを期待しますか。期待しませんか。 

 

 期待する５９    期待しない３２ 

 

◆この夏の参議院選挙から、１８歳と１９歳の人も投票できるようになります。１８歳と

１９歳の人が政治に参加することで、日本の政治が変わると思いますか。変わらないと思

いますか。 

 

 変わる３９   変わらない５０ 

 

◆参議院の選挙区はこれまで都道府県単位でしたが、いわゆる「一票の格差」を小さくす

るため、二つの県を一つにした選挙区ができました。二つの県を一つにした選挙区があっ

てもよいと思いますか。それとも、選挙区は都道府県単位がよいと思いますか。 

 

 二つの県を一つにした選挙区があってもよい３９  

選挙区は都道府県単位がよい４６ 

 

◆安倍政権がこれまで取り組んできた政策についてうかがいます。安倍政権のもとで、賃

金や雇用の改善がどの程度進んだと思いますか。（択一） 

 

 大いに進んだ２      ある程度進んだ２６ 

 あまり進んでいない５０  まったく進んでいない１９ 

 

◆安倍政権のもとで、国の財政再建に向けた取り組みがどの程度進んだと思いますか。（択

一） 

 

 大いに進んだ１      ある程度進んだ１８ 

 あまり進んでいない５６  まったく進んでいない２０ 



 

◆安倍政権のもとで、子育て支援がどの程度進んだと思いますか。（択一） 

 

 大いに進んだ１      ある程度進んだ１８ 

 あまり進んでいない４７  まったく進んでいない２８ 

 

◆安倍政権のもとで、地方の活性化がどの程度進んだと思いますか。（択一） 

 

 大いに進んだ１      ある程度進んだ１９ 

 あまり進んでいない５０  まったく進んでいない２４ 

 

◆安倍政権のもとで、沖縄県のアメリカ軍の基地負担を減らす取り組みが、どの程度進ん

だと思いますか。（択一） 

 

 大いに進んだ１     ある程度進んだ９ 

 あまり進んでいない４１ まったく進んでいない４１ 

 

◆東京都の舛添要一知事は、政治資金をめぐる問題で辞職を表明しました。この問題で政

治に対する不信感がどの程度高まりましたか。（択一） 

 

 大いに高まった３７     ある程度高まった２６ 

 あまり高まっていない２１  まったく高まっていない１２ 

 

毎日新聞世論調査  

アベノミクス「見直し」６１％ 内閣支持率７ポイント減 

 毎日新聞 2016 年 6 月 20 日 

毎日新聞は１８、１９両日、全国世論調査を実施した。安倍内閣の支持率は５月の前回調

査から７ポイント減の４２％、不支持率は６ポイント増の３９％。安倍政権の経済政策「ア

ベノミクス」を「見直すべきだ」という回答は６１％で、「さらに進めるべきだ」の２３％

を上回った。  

 

 前回調査は直前に主要７カ国（Ｇ７）首脳会議（伊勢志摩サミット）やオバマ米大統領

の広島訪問などがあり、内閣支持率が上昇した。今回、こうした外交の効果は薄れ、支持

率は３、４両月の水準に戻った。  

 

 安倍晋三首相は２２日公示の参院選でアベノミクスの成果を中心に訴えようとしている。

内閣支持層ではアベノミクスを「さらに進めるべきだ」が５０％、「見直すべきだ」が３５％。

これに対し、不支持層では「見直すべきだ」が８９％を占めた。アベノミクスへの不満が

支持率を押し下げたとみられる。  

 

 消費税率１０％への引き上げを２０１９年１０月まで２年半延期することについては

「賛成」６１％、「反対」２６％。首相が延期の理由を「世界経済が大きなリスクに直面し

ている」と説明したことに対しては、「納得しない」が６０％に上り、「納得する」は２８％

にとどまった。  

 

 内閣支持層では説明に「納得する」（４５％）と「納得しない」（４２％）が拮抗（きっ

こう）したが、不支持層では「納得しない」が８４％に達した。増税延期に賛成した人の

５４％は「納得しない」と答えており、首相の説明は不十分だという受け止めが多い。  



 

 消費税率引き上げで増える税収は、年金、子育て、介護など社会保障の充実策に使うこ

とになっている。増税延期によって充実が「難しくなったと思う」は５３％、「難しくなっ

たとは思わない」は３５％だった。  

 

 政党支持率は自民３１％▽民進１０％▽共産５％▽公明４％▽おおさか維新３％−−など。

「支持政党はない」と答えた無党派層は３４％だった。民進党は結党後初めて支持率が２

ケタになった。】 

 

自民が単独過半数に迫る 参院選序盤、民進は議席減  

改憲勢力、３分の２うかがう  
日本経済新聞 2016/6/23 

 日本経済新聞社は７月 10 日投開票の参院選の序盤情勢を探るため、全国世論調査を実施

した。自民党は改選 50 を上回り、非改選の 65 とあわせれば単独で過半数（122）となる

57 議席に迫る勢い。与党など憲法改正に前向きな「改憲勢力」でみても改憲の国会発議に

必要な参院３分の２の議席獲得をうかがう。野党第１党の民進党は改選 45 議席に届くのが

難しい情勢だ。 

 

 有権者のうち選挙区で３割、比例代表で２割が投票先を決めておらず、流動的な要素が

ある。 

 参院は定数 242 で半数の 121（選挙区 73、比例代表 48）を３年ごとに改選する。与党の

非改選は自民党が 65、公明党が 11 の計 76 議席。与党は今回 46 議席をとれば過半数を維

持する。 

 自民党は安倍晋三首相（党総裁）の経済政策「アベノミクス」の実績を支えに優位な戦

いを進めている。32 の１人区（改選定数１）では、西日本を中心に７割程度の選挙区でリ

ードしている。 

 改選定数２～６の複数区は公認を１人に絞った選挙区で手堅い戦い。２人擁立した北海

道、千葉、東京は１議席を確保した上で２人目を他党と競う。比例は 2013 年の前回参院選

の 18 議席と同水準を確保する可能性が高く、27 年ぶりの単独過半数に届く勢いだ。 
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 公明党は改選９議席を上回る公算が大きい。首相は与党で改選過半数（61 議席）をめざ

しているが、大きく上回る 70 議席台が視野に入る。 

 民進党は旧民主党時代に大敗した前回に比べれば選挙区、比例代表とも回復しつつあり、

前回の 17 議席は上回る見通し。それでも改選 45 に届かない公算が大きく 30 議席程度にな

る可能性がある。 

 共産党は改選３から大きく増やし、前回の８を超える議席をうかがう。選挙区も複数区

での議席獲得に向けてつばぜり合いを繰り広げている。 

 民進、共産、社民、生活の野党４党が 32 の１人区で候補を一本化した共闘は、一定の効

果を上げているが勢いを欠く。 

 東北や沖縄などで統一候補が先行し、非与党系の勝利が２選挙区だった前回よりも勝つ

選挙区は増える見通し。ただ北陸や西日本で厳しい戦いで、自民党に先行するのは全体の

３割にとどまる。 

 おおさか維新の会は地盤の大阪で議席獲得の勢いで、兵庫でも有利な戦いだ。改憲に前

向きな同党や日本のこころを大切にする党、自公を合わせると非改選が 84 議席。参院３分

の２を獲得するのに必要な 78 議席に届く可能性が出ている。 

 「改憲阻止」を掲げ共闘する野党４党は改憲勢力による３分の２を阻むのが目標だ。社

民党、生活の党は議席獲得に苦戦している。民進党を除く３党が前回並みだった場合、残

り 45 議席が必要となる。民進党に無所属の統一候補をあわせても 30 議席台半ばにとどま

る情勢になっている。 

 調査は日経リサーチが 22～23 日、乱数番号（ＲＤＤ）方式で電話で実施した。全国の有

権者５万 943 人を対象に２万 7640 人の有効回答を得た。回答率は 54.3％。 

 

 


